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     (2)適用上の注意 

歯科用にのみ使用すること。 

     (3)その他の注意 

        ヨウ素の急性毒性 LD50 300mg／kg 2) 

                   （ヒト、経口） 

 

     1.殺菌作用 3）:ヨウ素 

     2.防腐作用  :硫酸亜鉛水和物 

     3.抗菌スペクトラム 

  黄色ブドウ球菌(S.aureus)、むし歯菌 

 (S.mutans)、大腸菌(E.coli)、糸状菌 

(C.albicans)に対して菌発育阻止作用 

を示した。4)
  

 3) 

    一般名：ヨウ素 

    化学名：Iodine 

    分子式：I2 

    性  状：本品はジエチルエーテルに溶けやす

く、クロロホルムにやや溶けにくく、

水に極めて溶けにくい。 
            本品はヨウ化カリウム試液に溶ける。 
            本品は常温で揮散する。 

 

1. 本品により、手指または白衣が汚染され

た場合はハイポアルコール等で脱色し、

充分水洗いすること。 

    ２.  遮光して気密容器に入れて保管するこ

と｡ 

 ２５ｍＬ  褐色ガラス瓶入 

（次の患者には投与しないこと） 

 本剤又はヨウ素に対し過敏症の既往歴のある

患者

 １． 組成   本品 100mL 中次の成分を含む。 
ヨウ素                        １０ｇ 

  ヨウ化カリウム                   ８ｇ 
  硫酸亜鉛水和物                １ｇ 
  グリセリン                     35mL 
  精製水                       適量 

２．性状 
本品は暗赤褐色の液で、ヨウ素のにおいがあ 
る。 

1) 

  口腔粘膜（歯肉）及び根管の消毒 

1) 

  適量を綿球又は綿繊維につけ、局所に貼付す 

  る。 
1) 

 １．相互作用 

  併用禁忌（併用を避けること） 

併用薬 水銀剤 

理  由 ヨウ化水銀が発生するおそれがあ

る。 

 ２．副作用 
 (1)その他の副作用 

過敏症(頻度不明):発疹､口腔粘膜びらん

等の過敏症状が現われることがあるので、

このような場合には投与を中止すること。 
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